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第 45 回 九州肝臓外科研究会 学術集会　2025年1月 

一般演題　増田 稔郎：化学療法、肝切除とablationを用いた高リスク大腸癌肝転

移に対する治療戦略​

座長　別府 透：主題1 ロボット支援下肝切除の最前線 

第 61 回 九州外科学会　2025年2月 

座長　辛島 龍一：一般演題 ヘルニア2 

日本医療マネジメント学会 第 27 回熊本支部学術集会　2025年3月 

会長講演：別府　透：地域の未来に向けての病院づくり、Yes, we can ! 

第 125 回 日本外科学会定期学術集会　2025年4月 

一般演題　増田 稔郎：D-dimer術後１日目/術前値は肝切除後の門脈血栓症

の予測因子である 

5th World Congress of the ILLS and the 3rd International Consensus 

Conference on MILR 202503 

Chairperson Toru Beppu: Symposium 05 

第 23 回 日本ヘルニア学会学術集会　2025年5月 

　　　 　 ネルディスカッション　辛島 龍一：APRS高位横切開法で見える2枚のAPRSをど

う解釈するのか 

ワークショップ　辛島 龍一：リウマチ性多発筋痛症に併発しステロイドが著効し

たCPIPの治療経験 

座長　辛島 龍一：ワークショップ7　嵌頓ヘルニアに対する術式選択とピット

ホール 

第 37 回日本肝胆膵外科学会　2025年6月 

Work shop： Keynote lecture ​

Beppu T: Recurrence-risk stratifications proactive incorporation of thermal 

ablation into the treatment strategy for colorectal liver metastases 



第 80 回 日本消化器外科学会総会　2025年7月 

一般演題　増田 稔郎：総胆管結石を合併した急性胆嚢炎または胆嚢結石症

に対して内視鏡的経乳頭的胆嚢ドレナージを行うことは是か非か 

第 44 回 Microwave Surgery研究会　2025年9月 

司会、基調講演　別府 透：究極の個別化肝癌治療 

シンポジウム 増田 稔郎　：高リスク大腸癌肝転移切除後の再発に対するアブ

レーション治療 

第 18 回 九州ヘルニア研究会 2025年9月 

​ 要望演題　辛島龍一： 鼠径ヘルニアにはTEPこそあらまほしき技かな 

第 33 回  日本消化器関連学会週間 (JDDW)　日本消化器外科学会大会  2025年11月 

増田 稔郎　一般演題：肝鎌状間膜を切離する肝切除における残肝固定と肝

静脈のoutflow blockの検討 

第 87 回日本臨床外科学会学術集会 2025年11月 

増田 稔郎　一般演題：内視鏡的経乳頭的胆嚢ドレナージ後の腹腔鏡下胆嚢

摘出術の検討 

第 46 回 九州肝臓外科研究会 学術集会　2026年1月 

話題提供​

増田 稔郎：RAS-Beppu分類に基づいた高リスク大腸癌肝転移の治療選択​

座長　別府 透：一般演題3 

 

 

 

 

 

 



​
学術集会 
九州有明肝がんセミナー　2025年3月19日 
 

 
 
 
 
 

 

 

 



 
最新の消化器がん治療を考える会山鹿　2025年5月23日 

 

 



​
泌尿器がんを知ろう！ 
山鹿市民医療センター『第８回 市民公開講座』 
～腎臓・膀胱・前立腺がんの診断と治療～　令和7年 9月27日 

 
 

 



 
 
肝がんゼロを目指して！2025年度肝がん撲滅運動医療従事者向け講座 

2025年10月17日 

 
 
 



「消化器癌治療実践セミナー in 山鹿」 2026年1月30日 
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